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実力を試そう！
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問 題　次は，美紀さんがブドウ糖
とう

について調べてまとめたレポートの一部である。あとの問いに答えなさい。

【化学的性質】
・水にとけやすい，白色の粉末状の物質である。
・グルコースともよばれ，その化

か

学
がく

式
しき

はC6H12O6で表される。
・有

ゆう

機
き

物
ぶつ

で，Ａ燃
ねん

焼
しょう

させると水と二酸化炭素ができる。　　C6H12O6 ＋ 6  Ｂ  → 6 H2O ＋ 6  Ｃ 
【養分としてのブドウ糖】
　図 1 のように，体内でデンプン（炭

たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

）が分解さ
れるとできる。できたブドウ糖は柔

じゅう

毛
もう

の毛
もう

細
さい

血
けっ

管
かん

に入
り，血液によって全身の細

さい

胞
ぼう

に運ばれる。
【ブドウ糖の利用】
　血液中のブドウ糖は，全身の細胞に運ばれてＥ細胞の呼

こ

吸
きゅう

に使われたり，
別の物質に変えられて肝

かん

臓
ぞう

などに一時たくわえられたりする。また，ブドウ
糖を多く消費する器

き

官
かん

にはＦ脳
のう

がある。Ｇ脳が 1 日で消費するブドウ糖の量は
120～150ｇで，これは全身で消費する量の約25％にあたるといわれている。
このことに着目して，近年では図 2 のような商品も販

はん

売
ばい

されている。

⑴�　下線部Ａの燃焼では，反応によって熱を発生し，まわりの温度が上がる。この
ような化

か

学
がく

変
へん

化
か

を何というか。
⑵�　化

か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

の Ｂ ， Ｃ にあてはまる化学式を書け。
⑶�　図 1 の Ｄ にあてはまるモデルを，解答欄

らん

の図にかけ。
⑷�　デンプンを多くふくむ食物にはジャガイモがある。ま

た，いっぱんに，「食べ物をよくかんで食べないと消
しょう

化
か

に悪い」といわれる。このことを確かめるため，ジャガ
イモを用いて実験を行った。

　�　図 3 のように同じ体積のジャガイモＸ，Ｙを用意し，
Ｘはそのまま，Ｙは 8 等分して，それぞれ水でうすめた
だ液に入れた。このとき，はやく消化されると考えられ
るジャガイモはＸ・Ｙのどちらか。また，そのように考
えた理由を，「表面積」という語句を用いて，簡

かん

潔
けつ

に書け。
⑸�　下線部Ｅの細胞の呼吸で，ブドウ糖などの養分を分解してエネルギーをとり出

すときに使われる気体は何か。
⑹�　下線部Ｆについて，脳のように，刺

し

激
げき

に対する命令の信号を出す部分を何とい
うか。次のア～エから選び，記号で答えよ。

　ア　感
かん

覚
かく

神
しん

経
けい

　　イ　運
うん

動
どう

神
しん

経
けい

　　ウ　中
ちゅう

枢
すう

神
しん

経
けい

　　エ　末
まっ

しょう神
しん

経
けい

⑺�　下線部Ｇについて，脳が 1 日で消費するブドウ糖の量を150ｇとし，脳で消費
するブドウ糖の量を，全身で消費する量の25％とした場合， 1 日に何ｇのブドウ
糖を体内にとり入れる必要があるか。整数で求めよ。
⑻�　図 2 の下線部Ｈについて，激しい運動をすると呼吸数が多くなり，脈拍が速く

なるが，これは何のためか。「養分」，「酸素」という語句を用いて，簡潔に書け。

⑻

⑴

⑵
Ｂ

Ｃ

⑶

⑷

記
号

理
由

⑸

⑹

⑺

思

思

思

図３

Ｘ Ｙ

水でうすめただ液

ジャガイモ

図１ だ液中の
消化酵素
しょう　か　こう　そ

かべ

すい液中の
消化酵素

小腸の壁の
消化酵素

ブドウ糖デンプン

Ｄ

ブドウ糖
図２

　勉強やパソコン
作業，スポーツの
疲れにオススメ！

Ｈ

ブドウ糖

F i Z r 2 0

2021_活用力プリント.indd   42021_活用力プリント.indd   4 2020/12/22   16:17:212020/12/22   16:17:21

Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le




